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2〈近〉 「ひうがの太郎」 、 〈蓬〉 「日
ヒ
向ウカ




3〈近〉 「かたむけんとする」 、 〈蓬・静〉 「かたふけんとする」 。






















8〈近〉 「くつきやうの」 、 〈蓬〉 「究
クツ
竟キヤウ













の独自記事。本話と次の独自話である基盛話とは、前段の「昔ヨリ源平両氏、朝家ニ被召仕テヨリ以来、…保元ニ為義キラレ、平治ニ義朝討レシ後ハ …今ハ平家ノ一類ノミ、独リ武威ヲ奪テ自政ヲ恣ニセシカバ、頭サシ出者ナシ。五代十代ノ末ノ世マデモ、誰カハ諍者有ベキトゾミヱシ」 （ 〈盛〉
1―
七七頁）を受けて、武威を独占し、権勢を








との間に「祇王」を記すが 〈盛〉の場合、 「祇王」を巻十七に移しため、独自 記事を補ったものか。なお、 『百練抄』と〈補任〉に
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さめる者なりけれは」 、 〈静〉 「いさめるものなりけれは」 。
10〈近〉 「へて」 、 〈蓬〉 「隔
ヘタテ
て」 、 〈静〉 「隔て」 。










14〈近〉 「ちりけり」 、 〈蓬・静〉 「散
サン
しけり」 。







16〈近・蓬〉 「うつとるのよし」 、 〈静〉 「うちとるのよし」 。











19〈近〉 「さんじきの」 、 〈蓬〉 「桟
サ
敷シキ

















22〈近〉 「御まへに」 、 〈蓬〉 「御前
セン
に」 。












26〈近〉 「かぶとを」 、 〈蓬〉 「甲
カフト
を」 、 〈静〉 「甲
ヨロイ
を」 。






28〈近〉 「らうたう」の「た」をミセケチとして、 「ど」と傍記、 〈蓬〉 「郎
ラ
等トウ









うはう」 、 〈蓬 容
ヨウ
カン






33〈近〉 「うけとつて」 、 〈蓬〉 「請
ウケ
取トリ
て」 、 〈静〉 「うけとりて」 。
34〈近〉 「おなしき」 。













































一御見物」 （永暦元年〔一一六〇〕五月十五日条） 、 〈補任〉 「教盛








に藤原氏の一族が土着して代々綾部の姓を名乗った一族の子孫。日向太郎の子孫に白石氏 おり、 「白石氏系図」には、 「幸通〈肥前権守、肥前総追捕使、検非違使〉
―
通良〈日向太郎、肥前総追捕使、敗戦梟










































































































































が引く当地資料によれば、綾部城（現佐賀県三養基郡みやき町大字原古賀綾部）説・佐賀県杵島郡白石町の地にある城説等いくつかあるようだが、真偽は不明。 『平家物語』の「衣笠城合 」の場面 は、三浦氏の居城の衣笠城や奴田 は、次のように記される。 〈延〉 義盛申ケルハ、 『衣笠ハ口アマタアリテ、無勢ニテハ叶ガタカルベシ。奴田城コソ廻 皆石山ニテ、一方ハ海ナレバ、吉者百人計ダニモ候ハヾ、一二万騎寄タリトモ、クルシカルマジキ所ナレ』 」 （ 五
―
七一ウ） 。




攻め落としがたい城を言う。 「大内は 元来、究竟の 郭な 火

















































南〉同） 、元暦二年四月二十六日、 「一門大路渡」の事例「法皇モ六条東洞院ニ御車ヲ立テ御覧ゼラル」 （ 〈延〉巻十一
―
五三ウ。 〈四・長・






町史』所収）に、 通良の子として、 「道秀〈日向太郎、 父ト共ニ梟首〉 、親良〈日向次郎、同〉 、親秀〈日向三次 同〉 、通俊〈綾部 郎太夫綾
部ヲ領ス〉 、通益〈白石五郎白石ヲ領ス、須古高岳ニ居城〉 」 （一二六頁）の五人を記す。また、 『肥前国誌』 （青潮社一九七二・
12）にも、




























起居動作」 （ 『角川古語大辞典』 ） 。 「
X
indai. 人がする良し悪しの行為」













































従三位を越えて正三位に叙されたことをいう。本全釈四「永暦元年ニ正三位シテ、拝参議」項参照。清盛は れで公卿に列することとなったのであり、 〈盛〉は、前項 記すように、清盛の正三位昇進の理由を示すものとして、こ 記事を位置づけていると考えられよう。
【引用研究文献】＊飯田久雄「平氏と九州」 （竹内理三博士還暦記念会編『荘園制と武家社会』吉川弘文館一九六九・
6）




















































































































1〈近〉 「さんぬる」 、 〈静〉 「去
サンヌル
」 。
2〈近〉 「てんが」 、 〈蓬・静〉 「殿
テン
下カ」 。






」 、 〈静〉 「清
卿二男」 。
4〈近〉 「たちたりけるを」 、 〈蓬〉 「立
たて
たりけるを」 。
5〈近〉 「あつかうしけれは」 、 〈蓬〉 「悪
アツ
口コウ














7〈近〉 「もて」 、 〈蓬・静〉 「もつて」 。
8〈近〉 「うちたりける」 。





11〈近〉 「うちと」 、 〈蓬〉 「内
ナイ
外ケ」 、 〈静〉 「内外
ソト
」 。天皇に入内しており、同年（永暦元年〔一一六〇〕 ）八月二十二日以前に、二条天皇は藤原公能の第である大炊御門高倉に移ったとされる（川本重雄、一七五頁。 『山槐記』永暦元年八月二十二日条に、 「今暁還
二御大炊御門殿
一」 によるか） 。 したがって、 事件の舞台となったのが、


















く記すが、 〈 〉以外の諸本では、宗盛が次男の扱いを受ける。但し、〈盛〉にも、 「長男重盛内大臣ノ左大将、二男宗盛中納言ノ右大将、三男知盛三位中将」 （
1―
五〇頁）とする記事が一箇所見られ、不整合















達は大内裏内には原則として乗車、騎馬のまま入ることは許されなかった（飯淵康一①二五八頁） 。公卿等の参内の際、内裏内の建春門・宣陽門に通じる陽明門が公式の門であった（飯淵康一②五二頁） 。この場合も、陽明門の左右 牛車を並べたのだろう。ただ 、こ 時二条天皇が里内裏にいた可能性もあり、その場合は、何れの門であったのかは不明。野口孝子によれば、閑院里内裏 公卿は里内裏周辺に設けられた「陣中」と呼ばれる空間へ 入り口付近で牛車を降り、設けられた「置道」を徒歩で内 へと向かったようである こ記事がどのような資料に基づいて る かは不明だが 事実と 無関係に〈盛〉が大内裏と想定して叙述している可能性もある。 『三条中山口伝』 （続群書三三上） 「立車事」 三六四～三六 頁）には、閑院里内裏における牛車の並べ方・立車の決まりが記さ てお 、大内裏や他の里内裏の場合も同様の、牛車の並べ方 決まりがあったとみられる。基盛の従者等が、そ 決まりを守っ いなかっ ために、後から来た基実の従者等がたしなめたことにより争いが発生し か。 　〇御随身等弓ヲ以テ打タリケル程ニ
　
悪口を繰り返すのみで、車を動

















諸本では、嘉応二年（一一七〇）の殿下乗合事件こそ、 〈延〉 「是ゾ平家ノ悪行ノ始ナル」 （巻一
―
五九オ）とするが、 〈盛〉では、十年前

















































































































































































































































































































































































































































































































は」 、 〈静〉 「晏
アン
駕カの後は」 。




























10〈近〉 「めしきんせられ」 、 〈蓬〉 「召
メシ
いましめ
られ」 、 〈静〉 「めしいましめられ」 。








































に」 、 〈静〉 「清盛
ノ朝臣に」 。
17〈近〉 「つ
















20〈近〉 「おこなはるとも」 、 〈蓬〉 「おこなはるるとも」 、 〈静〉 「をこなはるるとも」 。




22〈近〉 「かたぶき申」 、 〈蓬・静〉 「かたふけ申」 。
23〈近・蓬・静〉 「ト」なし。





























29〈近〉 「あやふめたてまつらんと」 、 〈蓬〉 「危
アヤシメ














32〈近〉 「たいらの」 、 〈蓬〉 「平
タイラ




はしけるを」 、 〈蓬・静〉 「おはしましけるを」 。
34〈近〉 「立て」なし。
35〈近〉 「きこしめさるへきのよし」 、 〈蓬・静〉 「きこしめすへからすのよし」 。
36〈近〉 「おなじき日の」 。
37〈近〉 「にんぜらる」 、 〈蓬・静〉 「任
ニン
せられ」 。
38〈近〉 「もて」 、 〈静〉 「もつて」 。なお、 〈蓬〉は、目移りのため、 「被
任右少弁」までの記事が脱落。
39〈近〉 「ふせらるへきの」 〈静〉 「補
フ
せられへきの」 。
40〈近〉 「もて」 、 〈蓬・静〉 「もつて」 。
41〈近〉 「五位のくら




に」 、 〈静〉 「五位
ノ蔵人に」 。













46〈近〉 「ふも」 、 〈蓬〉 「父
フ
母ホ









なしき」 。なお、 ・静〉は、 ここで段落替え する。










いりに」 、 〈蓬〉 「大理






















ノ法皇の」 。 〈静〉には、 目移りにより、 「此法皇」の脱落がある。







の」 、 〈蓬〉 「百行
キヤウ




63〈近〉 「たい一なり」 、 〈蓬〉 「第
タイ







なひおはすへきに」 、 〈蓬〉 「叶
カナイ






保元元年 （一一五六） 七月二日。さて、 「吾身栄花」 に続けて、 本段の 「二代后」を続けるのが、 〈四・闘・長〉 。に対して、 〈延・南・屋・覚〉は、間に「祇王」を挿む（ 〈覚〉の異本には欠くものもある） 。 〈盛〉の場合は、 清盛出家後の事件として巻十七の福原遷都後に動かしたことにより、それを修正するために、家貞の通良追討話と基盛話を入れ であろう事は、先の「平治元年ノ比 肥前国住人日向太郎通良…」項で指摘した。 「祇王」は、 天下を手中に収めた清盛が行った、人を人とも思わぬ理不尽な行動を伝える 挿話であろう。その意味では、 「祇王 をこの箇所 記さないも の、 盛 が 清盛 息基盛主従の殿下に対する乱行記事を、本段の前に挿入するのも同工 曲と言えよう。次に、 序章の「祇園精舎」から「吾身栄花」までと、 「二代后」以降については、①前者で既に安元三年（一一七七）重盛の内大臣任官、養和元年（一一八一）徳子の院号蒙りを描きながら、後者では、鳥羽院崩御後の記事へと編年的に遡 する点 ②前者では平家の栄花を描いてきたのに対し、後者では平家一門とは直接関わ ない院内や仏法界の紊乱し 状況が描かれている（山下宏明①五〇五頁）ことに対し、時枝誠記は 「二代后」以後を、平家興亡史と 異なる 平安末期における諸勢力の角逐抗争とその消長」 （五頁）が描かれているとし、山下宏明①は、前者を第 次構想、 者を「小政治圏的」世界を描いた第一次構想と解し、両者 違いを書き継ぎの問題として捉えた（五一一頁） 。 かし、その後の研究では、両者の違いを断絶として捉えるのではなく、後者の記事も「傍系的記事」 「挿話的道草的記
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である保元の乱は、崩御九日後の保元元年（一一五六）七月十一日に起きた。また、平治の乱は、平治元年（一一五九）十二月九日に起きている。このように、鳥羽院崩御の後、兵乱が立て続けに起きたことを言う。と ろで 「清盛息女」の終結部に、 「保元ニ為義キラレ、平治ニ義朝討レシ後ハ、末々ノ源氏、此彼ニ有シカ共 或ハ流サレ或討レテ、今ハ平家ノ一類ノミ 独リ武威ヲ奪テ、自政ヲ恣ニセシカバ、頭サシ出者ナシ」 （ 〈盛〉
1―
七七頁）とあったように、









































Bに続けて、 「其故ハ」 （ 〈延〉四一
オ）として、主上上皇不和記事を挟み込む〈延・長・盛〉 形こそが、最も無理のない文脈であろう（五二～五三頁） 。ところで『愚管抄』は、院内不和記事を次のように記す。 「サテコノ平治元年ヨリ応保二年マデ三四年ガ程ハ、院・内、申シ合ツヽ同ジ御心ニテイミジクアリケル程ニ、主上ヲノロヒマイラセケルキコヱアリテ…」 （二三八頁） 。平治元年（一一五九）から応保二年（一一六二） かけて、三、 四年の間は、院内の仲は良好であったとする。この『愚管抄』の読解はその前後の記事によれば、平治二年正月、八条堀河の顕長邸 後白河院が御幸した折、内の近臣経宗・惟方が 桟敷を板で打ち付けるという暴挙を働いて配流された件 応保二年六月の 先に掲げた
D・
Eの






の年十八歳） と、 近臣等によって引き起こされた事件と解するように、そうした捉え方もあったのである。一方、 『平家物語』の場合は、どのように読めるのだろうか。佐伯は、 「主上、上皇父子ノ御中ナレバ、何事ノ御隔カ有ベキナレドモ 加様ニ御心ヨカラヌ御事共多カリケリ。是モ世澆季ニ及ビ、人凶悪ヲ先トスル故也」 （ 〈延〉 。 〈覚〉 「主上、々皇父子の御あひだには、なに事の御へだてか べきなれども、思の外の事どもありけり。是も世澆季に及で 人梟悪をさきとする故也」〔上
―
三〇頁〕とある）の部分を、 「主上上皇の間には隔てがないのに
人々が梟悪を先として動き、 「思のほかの事ども」があったとは、明らかに、院や天 の意志とは別に、近習の者が 件を引き起こしたのだという言い回しであり」 （五三頁）と解す 、ここは、 「主上・上皇親子の間には、本来何の心隔 もあるはずはない 、 のようにご不快な事などが多かった（ 〈覚〉によれば 「意外なことなどた」 ） 。これも、世が末世に及んで、人が人道 背いた悪い行い 専らとするようになったためだ」と解すべき ころだろう。故に、 「明らかに、院や天皇の意志 は別に 近習 者が事件を引き起こ のだという言い回し」とまでは言い難いのではなかろうか。ましてや 具体的な不和記事を引かない〈延・長・盛〉以外の諸本で、そのように読むことは、さらに困難と ろう。また、先に引いた『愚管抄』と異なり、 『平家物語』は、 「就中
一永暦応保ノ比ヨリ、内ノ近習ヲバ院ヨ



































記事が置かれる位置に、 〈盛〉は類似した 「父子ノ御中ナレバ、百行ノ中ニ孝行尤弟一也。上皇ノ叡慮ニ叶御座ベキニ、サモナクテ角思ノ外ノ事共アリ」 （一
―
八三頁）を引き、上皇の意に背く二条天皇

































一ニケリ」 （ 〈延〉四一オ） 。内の近習者経宗・惟方による上皇
への陵辱の詳細について、 〈盛〉は全く記さず、 〈延・長〉も「法皇ヲ軽シメ奉リケレバ」としか記さず、共に具体性に欠ける。その点は、同事件を伝える『今鏡』も、 「院の御ため、御心にたがひて、あまりなる事どもやありけむ、二人ながら内に候ひける夜、あ ましき事どもありて」 （ 「鄙の別れ」 、全訳注上
―
五〇〇頁）としか記さない。こ

















































































は惟方を 「土佐」 とするが、 「長門」 が正しい。 〈補任〉 経宗 〈四十二〉〈二月廿八日解官 （去廿日有























































































































































































号） 、平信範はこの年に除目の「申沙汰」役として院から指名（ 『山槐記』応保元年八月十七日条） 、藤原行隆は院庁判官代（平安遺文三一三八号）であるなど、いずれも後白河院と深い関係を持つ人物である。 後白河はこのような人物を天皇の側近に近侍させることにより、自己の意志が円滑に天皇に伝達されること、天皇周辺の情報を即座把握することなどを意図していたと思われる。そして、九月十五日の除目で平信範が左京権大夫 異動（ 『山槐記』九月十五日条）する後任として、後白河は平時忠を望んだのであった。平時忠は、 『山槐記』永暦元年の十一月から十二月にかけて後白河院への取次の院司（十一月二十三、 二十九日、十二月七日条）と 、先に五位蔵人になっいた藤原行隆（十二月二 三、 六 二人名前が記さ ている人物である。平時忠は、藤原行隆の先例に沿って、後白河が五位蔵人として送り込もうとした人物であったといえる。 　
〇以長方被任右少弁
　




















































一歟」 （ 『山槐記』応保元年十一月十九日条） 、という評判があ












































直接の出典は未詳だが、諸説につい は、 〈延全注釈〉 （巻一
―
二六一












































































説話とともに帝の三つの罪をあげており、これらはそれぞれ、 『日蔵夢記』に記される罪の四、 二、 三に対応している。その他、 〈盛〉 「主上鳥羽篭居御歎」 （巻十二）では、 「延喜ノ聖主ハ我朝ノ賢帝ニ御座ケレドモ、 北野天神ノ御事ニ依テ寛平法皇ノ背仰給テ、 悪道ニ入セ給ケリ。二條院 賢王ニテ御座ケレ共、天子ニ父母ナシトテ常ニ法皇ノ背仰申サセ給ケル故ニヤ、継躰 君マデモ御座サズ先立セ給」 （
2―
二七五

























































一九二頁、等） 。 〈盛〉の叙述はこの対比を意識し、 「賢王 とい
う評価部分を「政道ニハ叶」としたものか。 　
〇同二年六月二日、修









































































アリ」まで、 〈盛〉の独自本文 二条天皇が孝道に悖る帝であることが強調される。 〈盛〉には、次項に見るよう が強調されて記【引用研究文献】＊青木三郎「平家物語 構想をめぐって」 （国語と国文学、一九七三・
6）












革伝」 「 百行之冠、 衆善之始也」による（遠藤光正六頁） 。 〈盛〉には、他に、 巻七 康頼造卒都婆」に、 「孝養ハ百行ノ最長、 龍天必ズ哀愍ス」（
1―
四六四頁） 、巻十二「主上鳥羽篭居御歎」に、 「百行ノ中ニハ孝



















































































































































































































































































































9〈近〉 「きさいのみやにて」 、 〈蓬〉 「后
コウ
宮キウ







て」 、 〈蓬〉 「詔
テウ
して」 、 〈静〉 「詔
ミコトノリ
して」 。











15〈近〉 「御しよ」 、 〈蓬〉 「御
コ
書シヨ
」 、 〈静〉 「御書
フミ
」 。
16〈近〉 「こしよも」 、 〈蓬〉 「御書
シヨ
も」 、 〈静〉 「御書
フミ
も」 。
17〈近〉 「御かへりことなりけれは」 、 〈蓬・
静〉 「御事なりけれは」
18〈近〉 「さ大じんけに」 、 〈蓬〉 「左大臣家
イヘ
に」 、 〈静〉 「左大臣家
ケに」 。
19〈近〉 「こうきう」 、 〈蓬〉 「后
コウ
宮キウ




20〈近〉 「こゝろゑがたきのよし」 、 〈蓬〉 「心
コヽ
得ロエ
かたきよし」 、 〈静〉 「心得かたきのよし」 。
























た。しかし、嵯峨天皇の皇后橘嘉智子が仁明天皇の践祚によって 天皇の母であるにもかかわらず太皇太后となったことで原則が崩れ 以来、天皇の代替わりや、新后の冊立が行われると皇后から皇太后へ皇太后から太皇 后へ転上が行 れるよう なった（ 『皇室制度史料
　
后妃三』一～三頁） 。ここでは藤原多子のこと。右大臣藤原公能の
娘で、母は従三位藤原豪子。早く ら左大臣藤原頼長 養女となり、久安六年（一一五〇）正月十日、近衛天皇のもとに入内、十九日には女御となり、三月十四日には立后 ている。 『今鏡』によればこの
き彼女は十一歳なので、その生年は保延六年（一一四〇）ということになる。久寿二年（一一五五）七月、近衛天皇の早逝によって近衛河原に幽居するが、永暦元年（一一六〇）正月、二条天皇の強い要請により入内、永万元年（一一六五）七月に二条天皇が崩御すると十二月に出家。建仁元年（一二〇 ）十二月 六十 歳で崩御した。なお、二条天皇は、もともと後白河院の外戚として院政派の中核であった徳大寺家を取り込むため、藤原実能の女で、藤原忠通の養女となり、入内の際には忠通の子基実の猶子となっていた育子を、後白河院に全く関与させることなく入内させたという。こ 点からも、多子 再入内を、育子入内の前提となった出来事として 佐伯智広は評価する（四九～五六頁） 。 『今鏡』 「藤波の下 　
宮城野」は、 「この宮、何事も























〈延〉 「皇太后宮」 。近衛天皇の御代での出来事のように読めるが、いずれも近衛天皇崩御（久寿 〔 五五〕七 二十三日）後のこと。保元元年（一一五六）十月 、後白河天皇の女御となっていた姉忻子が立后（中宮）し、故近衛天皇中宮呈子が皇后となったのにともない皇太后となり、同三年二月に統子内親王が後白河天皇の准母として皇后宮となったのに伴い、呈子が皇太后 、多子が太皇太后となった。なお、多子の例を最後として 以後、太 太后の実例は存し い（ 『皇室制度史料 　




これまでの注釈や辞典類では いずれも鴨川の西岸の地とされていた（ 〈平凡社地名・京都市〉五四五頁等） 。しかし、早く〈集成〉が、 「賀茂川東、 近衛通末にあった」 （上
―
四三頁） とするのが正しい。 『玉葉』
や『山槐記』などの記録類に、多子の御所 「白川」の呼称が多く用いられていること、 『山槐記』元暦 年八月十四日条 、 「白川家〈近衛末北、件（仏ヵ）所小路西大宮御所也〉 」とあること、御所の向いにあったとされる源頼政の邸宅が『山槐記』治承 年五月二十二日条に、 「頼政入道家〈近衛南、河原東〉 」 あることなどから、明らであろう（櫻井陽子一一一頁、水原一 二〇九頁） 。水原によれば 「近衛末北の賀茂河原から仏所小路にかけて」 後徳大寺邸とも呼ぶべき



























頁） 、 〈覚〉 「さきのきさいの宮にて」 （上
―
三〇頁）など、 〈盛〉を含
む諸本は 多子が故近衛帝 后であったという先に記した内容を重複させ、 「フルメカシク幽ナル御有様」 （古風でひっそりとしたご様子）という多子の暮らしぶりの理由説明としている。 　
○永暦応保ノ比
　
〈四・闘・延・長・南〉同、 〈屋〉 「長寛ノ比」 、 〈覚〉 「永
暦のころほひ」 。
永暦は一一六〇～一一六一、応保は一一六一～一一六三。長寛はこれに続く一一六三～一一六五。ここで「永暦・応保ノ比」とするのは、「二代后」冒頭で、 「就中永暦応保ノ比ヨリ、禁裏ノ近習ヲバ仙洞ヨリ…」とすることと関連する。こ 点は、 〈四・闘
・延・長・南・屋・覚〉









琵琶などの芸才についての叙述に続けて、 「御兄たち参り給ひたるにも、御帳おましなどこそあらめ、候ふ人々まで、よろづめやすく、もてつけたるさまにて、人参るとて、いまさらに台盤所とかくひきつろひ、御几帳おしいでなどせで、かねて用意やあらむ、心にく ぞおはしますなる」 （中
―
六二七頁）と、日頃から心配りの行き届いた女
性であったと記している。そ て、 「かやうに情多くおはしますことをや聞かせ給ひけむ、二条院の御時も、あながち 御けしき侍りけるなるべし」 （中
―
六二七頁）と、その情趣を解する内面ゆえに、二条
天皇も入内の内意をほのめかしたと ている。同時にこ 記事て、 「この宮たち、 親の御子におは せば ことわりとは申しながなべ ならぬ御姿なむお
―
六三四頁）とあり、父


















皇を「賢王」と評する一方で、堕地獄説話で知られる醍醐天皇に比する（ 〈盛〉 「延喜ノ聖主ハ我朝ノ賢帝ニ御座ケレドモ、北野 神ノ御事ニ依テ寛平法皇ノ背仰給テ、悪道ニ入セ給ケリ。二條院モ賢王ニテ御座ケレ共、天子ニ父母ナシト 常ニ法皇ノ背仰申サセ給ケル故ニヤ、継躰ノ君マデモ御座サズ先立セ給」
2―
二七五頁）背景には、こうし






































二条天皇が、自らの御所とは別に外 を設けて、そこに多子を迎えたということはなく、 先 引用した 『長恨歌伝』 「潜捜
二外宮
一」 に拠る。 「高




消息」 、 〈延・南・屋・覚〉 「御艶書」 、 〈 〉 「御せうそこ」 。櫻井陽子②は、 〈延〉の擦り消 前 「彼
ノ宮御書アリ」と訂正後の「御艶書ア







































































































































































































3〈近〉 「たいそうの」 、 〈蓬〉 「太
タイ
宗ソウ












のは、 〈四・覚〉 。に対して、 〈闘・延・長・南・屋〉は、 「異朝ノ先蹤ヲ尋ヌレバ、 則天皇后ハ太宗、 高宗両帝ノ后ニ立給ヘル事アリ」 （ 〈延〉四三オ）とする。この一文は、次節に示す 盛〉の冒頭記事に一致する。 〈盛〉は、一字下げ記事（別記文）の則天皇后説話を受け、則天皇后こそ二代后 先例であることを明らかにする形になっている。さて、本朝での事例に対して 異朝の「先蹤」を尋ね という方法は、例えば巻一冒頭 序章「遠訪異朝」を見るまでもなく、 『平家物語』にもしばしば見られるもの。この則天皇后譚を、 〈盛〉とほぼ同じ形で見せるのが、 〈四・闘・延・長・南・屋〉 。これ 覚 は、この逸話全体を略述する。則天皇 その人については 次項の注解に譲り、ここでは、 『平家物語』に見る則天皇后譚について考えてみたい。先ず 則天皇后の治世を『平家物語』に見るよう 評した記録類は他に見あたらず、典拠は未詳。例えば、 『旧唐書』巻六「則天皇后本紀」や『新唐書』巻四「則天皇后 紀」 同巻七十六「后妃列伝上」などに則天皇后伝が見られるが いずれも内容的にかなり異なり、直接的 関係は認められない。則天皇后が、太宗の后（才人＝女官）で 「入て」 。
5〈近〉 「五
ツたひ」 、 〈蓬〉 「五度
タヒ
」 、 〈静〉 「五度
ド」 。
6〈近〉 「ちよくし」 。
7〈近〉 「のたまひけれとも」 、 〈蓬〉 「宣
ノタマイ




8〈近〉 「ちん」 、 〈蓬〉 「朕
ワレ
」 、 〈静〉 「朕
チン
」 。
9〈近〉 「とふらひたてまつらんが」 、 〈蓬〉 「餝
カサリ
奉らんか」 、 〈静〉 「錺
カサリ
奉んか」 。
10〈近〉 「いる」 、 〈蓬〉
「入れり」 、 〈静〉 「入
イレ
り」 。
11〈近〉 「ぢんりに」 、 〈蓬・静〉 「塵
チンクワン
寰に」 。
12〈近〉 「かへつて」 、 〈蓬・静〉 「かへりて」 。






14〈近〉 「まもり」 、 〈蓬・静〉 「まもりて」 。
15〈近〉 「よこしまに」 、 〈蓬〉 「横
ヨコ





17〈近〉 「ちやうはつし」 、 〈蓬〉 「長
カミヲ
レ髪ナカク









21〈近〉 「によたいとして」 、 〈蓬〉 「女
ニヨ
帝タイ













24〈近〉 「きやううん」 、 〈蓬〉 「慶
ケイ
雲ウン








あったこと、太宗没後に出家して感業寺に入ったこと、感業寺を訪ねた高宗が見初めて後宮に召し、 後に皇后となったことなどは重なるが、高宗の召しをいったんは拒絶したとか、後宮に召し 目的が高宗への政治的な支援にあったとかというような記事は見られない。逆に、病がちな高宗に代って実権を握った則天皇后を高宗が廃そうとしや、 「則天皇后本紀」の大半を占め批判的 記される高宗没後の所行については、 『平家物語』では、ほとんど触れることがない。則天皇后がこうした史書類で批判的 捉えられているところから 山下宏明は、 『平家物語』の則天皇后記事を、 「 『新唐書』を日本的 とらえおした或る伝」 （一四三頁）によるかとした。これに対し、佐伯真一は、 「則天武后の評価は唐 や資治通鑑等 正史的な書物では概して良くないが、仏教へ 傾倒 有名で、仏教の世界では例えば『三宝感応要略録』中・三〇「則天皇后供養金光明最勝王経感応」 （大正五一―
八四一）で崇仏の奇瑞を描かれている」として、山下のように「平
家物語の典拠が 『日本的にとらえなおした或る伝』 とは即断でき い」（ 〈四評釈〉
1―
四五～四六頁）とした。また、則天皇后説話の位置づ






しき色好みの故事をこの二条天皇に連想した所にも、 『平家』作者の姿勢は明らかであろう」として、 「聖君の範を高宗に見」て、多子入内の動機が「主上の好色という私情にとどまる」二条天皇を、 「高宗との対比のもとに言う」 と指摘する （一四三頁） 。これ 対し 佐伯は、「二代后の先例を長々と述べておいて、 『是は異朝の先規なる上は別段の事なり』という では、引用 意味はほとんど無い」として、 「むしろ、単に関連して想起される説話を紹介したに過ぎないと言った方が真相に近いのではないか」 位置づけ、むしろそこに「平家物語にとってそうした説話編集的な創作方法がかなり根深いものであるこを語る一例」 （四六頁）と見る。また、早川厚一は、平家物語 「ゆるやかな編集態度とでもいうべきものがあったであろうことについては異論がない」としながら 、 「二条帝が先帝の后を再度入内させようとする行為が、先 として引かれる唐の高宗の例とは全く比較 えない悪しきふるまいであること」 （ 〈四評釈〉
1―
四七頁）を強調す
るものとして位置づける。二条天皇による多子の入内を、玄宗による楊貴妃入内に模していることからすれば 対比的に高宗と則天皇 との関係を語っているとみ のが妥当であろうか。 お、 〈盛〉はこ以外に二箇所で則天皇后の故事 引く。①「平大納言時忠、兵衛佐尹明ナドノ、 『イカヾ出家還俗ノ人ハ位ニ即給ベキ』ト宣ケレバ 又或人申サレケルハ、 『異国ニハ、則天皇后ハ唐大宗ニ奉後 尼トナリ感業寺ニ籠給タリケルガ、再高宗ノ后ト成、世ヲ治給シ程ニ、高宗崩御ノ後、位ヲ譲得給テ治天下給ケリ」 （巻三十二。
4―
五一六～五一七




頁） 。①は、出家後還俗して即位した例として、②は、六道物語の畜生道の例として引く。また②は、 『宝物集』巻五で不邪淫戒の例話としてあげられる「則天皇后と申は、高宗の后なり。長文成といふ色好みにあひて、遊仙窟といふ文を得給ふ事也」 （新大系二一四頁）と関わるものであろう。張文成と則天皇后の説話は『唐物語』第九など他の文学作品にも引かれるが、 『三国伝記』巻六第二七「志賀寺聖人恋路事」に、 「震旦ノ則天后ハ張文成ニ心ヲ傷シメ給フ」 （中世の文学上
―
三四五頁）として引かれ、 『宝物集』と同様に邪淫の例として挙
げられる。また『教訓抄』巻三・三台塩「高宗ノ后則天皇后所造也。モロコシニ張文成ト云、イロコ ム男アリケリ。后イカヾ タマヒタリケン、アイ給ニケリ。ソノヽチ、ユメカウツヽカニテ、御心ハカヨフトイヘドモ、ヒマヲヘザリケルアイダ、心ノナグサメガタサニ 彼ノ后ノ作リ給ヘリ」 （思想大系『古代中世芸術論』六四頁）や 『體源鈔』一二下「太宗高宗等ノ臣極タル美人好色ナリ。即則天皇后ノ蜜夫ナリ」 （日本古典全集
4―
一七〇四頁）においても、やはり否定的な




































































































































































二三九頁） 。この語については、 〈四〉 「塵
ノ寛」 （一七左） 、
〈闘〉 「塵界」 （一四オ） 、 〈延〉 「塵象」 （四三ウ） 、 〈長〉 「塵衆」 （
1―















頁） 。 〈四〉 「
ラ
」 、 〈闘・延〉 「
































」 （一八右） 、 〈闘〉 「国静民楽
して
」 （一四ウ） 、 〈延〉
「国静ニ民楽メリ」 （四三ウ） 、 〈長〉 国静に民楽む」 （四四頁） 、 〈南〉「国冨民
タミ
饒ユタカ








白河院即位ノ事」の「国富民安し。されば恩光あたゝかにてらして国土皆豊也」 （旧大系五三頁）をあげている。宴曲「嘉辰令月 にも、 「嘉辰令月の曇り無き御代に逢ては、国富民豊なり 　
万歳千秋の風長閑な






























宗が薨じたのが六八三年（弘道元年） 、位を継いだ中宗が五十四日で廃された後に睿宗が即位、その睿宗が廃位され、武則天が即位したのが天授元年（六九〇）である。その後長安五年（七〇五）に帝 を譲って没したため、六八三年から七〇五年 二十二年間を指すか。とすれば、ここでは中 ・睿宗の在位期間も含めて考えていることになる。ただし 〈四・闘・延・長〉には、 高宗崩御ノ後 皇帝ノ后女帝トシテ」と「廿一年有テ」との間に、 「位ニ即給ヘリ。其時ノ年号ヲ神功
コウ
元年
ト改ム。周王ノ孫ナル故ニ、唐ノ代ヲ改 、大周則天大皇帝ト称ス。爰ニ臣下歎テ云ク 「先帝ノ高 代ヲ経営 給ヘル事、其功績古今類ヒ無シト可謂
一ツ。天子無キニシモ非ズ。願クハ位ヲ太子ニ授給テ、高
宗ノ功業ヲ長カラシメ給ヘ」 ト。仍在位」 （ 〈延〉 巻
1―
四三ウ～四四オ）
のような叙述が見られる。 〈盛〉は則 皇后に対する批判的な事績部分を削除したかとも考えられるが 傍線部が、 〈四
・闘・延・長・南・屋〉










【引用研究文献】＊遠藤光正「 『源平盛衰記』に引用の漢籍の典拠（一） 」 （東洋研究七七、 一九八六・
1）






























































































































































































































































1〈近〉 「れいは」 、 〈蓬〉 「例
タメシ








」 、 〈蓬〉 「度
ト











8〈近〉 「いて」 、 〈蓬〉 「出て」 、 〈静〉 「いてゝ」 。
9〈近〉














14〈近〉 「くたさるゝうへは」 、 〈蓬・静〉 「下さるゝのうへは」 。




















の」 、 〈蓬〉 「孝
カウ








「こくもと」 、 〈蓬〉 「国
コク





に」 、 〈蓬・静〉 「さまさま」 。
23〈近〉 「おはしける」 、 〈蓬〉 「お












」 、 〈蓬〉 「やゝ」 。








イ衣をは」 、 〈静〉 「御衣
ソをは」 。





36〈近〉 「いらせ給ひにしかは」 、 〈蓬・静〉 「まいらせ給しかは」 。
37〈近〉 「ひたすゝ」として「ゝ」にミセケチをして
「ら」と傍記。
38〈近〉 「あさまつりことを」 、 〈蓬〉 「朝
アサマツ
政リコト














































四七頁） 。先規とは重要な行動指針・規範であり、これから逸脱することは、忌むべきこ とされていた。 　
○神武天皇ヨリ已来人王七十
余代　
二条天皇は第七十八代天皇（ 『愚管抄』 ） 。 〈四・
闘・延・長・南・
屋・覚〉は、いずれも「七十余代」とする。 『平家物語』諸本に、 「余代」の用例を探ると次のとおり。①〈延〉 「 『両界ノ万ダラヲ一夜二時ニ懈怠ナク行ハセ給ヘル事、四十余代ノ御門ノ中ニマシマサヾリキ、僧ノ中ニモマレニコソ有ラメ』ト思食ルヽ御心、 即魔縁トナレリ」 （巻
【注解】〇異朝ノ例ハアレ共
　










































頁） 。①②は いずれも「法皇御潅頂事」に見る用例だが、②では、七十七代の後白河天皇を「七十余代」と言う点注意される。①の用例も、後白河天皇を指すのだが、仏法伝来後の天皇三十 の欽明天皇以降を指すとすれば（ 〈延全注釈〉巻三
―
五六頁） 、後白河天皇までの
四十八代を指すことになる。③は、踏歌の が行われた三十九代の天智天皇から、 八十一代の安徳天皇までの、 四十三代を指す（ 〈延〉は、「仁王四十二代ノ節会也」 〔巻七
―
三オ〕とする） 。④は、五十代桓武





















云ソ」を揚げる。なお、これを醍醐天皇の言葉とする点については、前掲「延喜ノ聖主ノ「天子ニ無父母」トテ、寛平法皇ノ仰ヲ背セ給ケルヲバ、御誤トコソ申伝タルニ」 の注解参照。 「主上鳥羽篭居御歎」 （巻十二）にも見るように、 「天子ニ無父母」との言は、二条天皇が常に父帝後白河院に背いた不孝の罪を想起させる言葉として使用されている。 　
○万乗ノ宝位
　











天皇の地位の絶対性を強調する表現。ただし、 〈盛〉では、 「法皇ハ世ノ角成行ニ付テモ思召連ケルハ、我十善ノ余薫ニ依テ万乗ノ宝位ヲ忝ス、四代ノ帝ヲ思ヘバ子也 孫也」 （巻二十五「行御斎会」
4―
一七
頁） 「我十善ノ余薫ニ酬テ万乗宝位ヲ忝クス 四代ノ帝王ヲ思ヘバ子也、孫也、イカナレバ万機ノ政務ヲ被止テ年月ヲ送ラント、日来ノ御歎モ浅カラズ思召ケル上」 （巻二十五「前後相違無常」 、
4―
五七頁）



















る可能性に期待し、 入内を積極的に勧めている様子を示す 次段 「近衛ノ大宮ハ、先規ナキ二代ノ后ニ立セ給タリケレ共、サマデ御幸モ御坐サズ」 （
1―
九四頁）の傍線部を「ミユキ」でなく「サイハヒ」と




















































「死ななかったばかりに」 「出家しなかったばかりに」 と二様に解する。故に、この歌の意は、 「近衛天皇 死別したあの辛い時に死ななかった（出家しなかった）ばかりに、今こう 二代后という前代未聞の浮き名を流していることです」となる。但し、先に見た則天皇后説話では、出家した則天皇后を高宗は強引に連れ出 再入内させており、そうした関連から言えば、多子が再入内を免れるためには死しかなことになる。なお、 「節」 「川竹」 「世 （節） 」 が縁語となる。第一句 〈四〉 「しづみやはてん」 （二〇右。 〈闘〉 「沈哉終」 ） 〈延〉 「シヅミモハテヌ」 （四五オ） 、 〈長〉 「しづみもやらで」 （四六頁。 〈南・屋・覚〉 も同） 、 五 名をばながして」 、 〈闘〉 「名於波流津」 、 〈延〉 「名ヲヤ流サム」 （ 〈長・
南・屋・















ケル事、 心モ詞モ及ガタシ」 （巻四十一「頼盛関東下向」 、
6―
一〇頁）
のように用いられている。このような『平家物語』に対して、 『今鏡』は、 「忍びたるさまにて、参らせ てまつり給へりけるに」 全訳注中―
六二六頁）とあり、多子の入内がひっそりと行われたと記す。多子















































一」 〔 『山槐記』治承二年十一月十二日条〕 、あ
るいは御湯殿儀の時 （ 「御ゆどのゝ事など、 儀式いみじう事整へさせ給。…我も
とのゝしりつる白装束どもを見れば、色聴されたるも、織











によって大内裏が再興され、二条帝の永暦年間は、帝が大内と大炊御門殿とを往反されていることが古記録にみえる で、多子は 裏に入った後、大炊御門殿で生活された のと推測される」 （中
―
六三四
頁）と指摘、 「 『平家物語』の詠歌事情もあまりに物語的であり、 実とは思えない」とする。となると、なぜ多子 後宮での住まいが「麗





































































































































































2〈近〉 「ひんかしに」 、 〈蓬〉 「東
ヒカシ
に」 。
3〈近〉 「けんせい」 、 〈蓬〉 「賢
ケン
聖シヤウ




4〈近〉 「りつう」 、 〈蓬・静〉 「李
リ通トウ
」 。
5〈近〉 「しよくもの」 、 〈蓬・静〉 「卓
タク
茂モの」 。
6〈近〉 「いいむ」 、 〈蓬・静〉 「伊
イ尹イン






湯臣」と傍記） 。 「湯」は、 共に「陽」にも見える。
7〈近〉 「てい五りん」 、 〈蓬〉 「第
テイ
五コ倫リン
」 、 〈静〉 「第五倫
リン
」 （ 〈蓬・静〉 「漢武帝臣」と傍記） 。
8〈近〉
「くせいなん」 、 〈蓬・静〉 「虞
ク世セイ
南ナン
」 （ 「唐太宗臣」と傍記） 。




」 （ 「周文王臣」と傍記） 。
10〈近〉 「かくり








」 （ 〈蓬・静〉 「四皓其一」と傍記） 。


































18〈近〉 「ゑんさんの」 、 〈蓬〉 「遠
エン
山サン










21〈近〉 「おはしける」 、 〈蓬・静〉 「おはしましける」 。
22〈蓬・静〉 「給けるか」 。
23〈近〉










具体的に説明するのは、 〈盛・南・屋・覚 。その他、 〈
四・闘・延・長〉は、













賢聖の障子は、 「紫宸殿の母屋 北側の障子に、鑑戒のため中国古代の賢者三二人の肖像を描いてあり、これを賢聖の障子と呼んだ」 （ 『平安時代史事典』上
―
七八七頁） 。鈴木亘は「 『日本紀略』延長七年九月






























































































の影をかゝれけり」 （旧大系三〇八頁） 。これらを比較するに、 『延喜式』紙背・ 『太平記』と『古今著聞集』では、挙げられる は同一であるものの、西間に挙げられる順序が逆になっている については
他に『拾介抄』上・聖賢部にも『九条家本延喜式』紙背と同様の記述があることから、 『古今著聞集』が順序を誤ったものと考えるのが妥当だろう（国史大系『古今著聞集』頭注が示すように、 『著聞集』諸本の中には『太平記』と順序を同じにするものがある） 。里内裏においては、賢聖障子を描くことが原則ではあったものの、描かずにすました場合や 紫宸殿の規模の縮小により変化を余儀なくされる場合があったことが指摘されている（川本重雄他） 。二条天皇は内裏・里内裏併せて在位中に七度皇居を遷したこ が確認されてい が（橋本義彦、一八二頁） 、ここでは故実として 紫宸殿の賢聖の障子について語られているのであっ 、二条天皇 内裏に れら描かれていたかは問題 はない。また、後項で触れるように、 〈盛〉及び平家物語諸本の挙げる賢聖の名前には、右にあげられない人名も含まれる。なお、美濃部重克は、前節で 二条天皇が公事に勤しむように努めたとする多子の后ぶりを強調する関係から、公事性 高い賢聖障子 話題を展開させ、 こ 後の絵尽くしの記事 つな るとする。その絵尽くしの記事には、内裏の各所 を辿る多子の視線がやがて金岡の絵にとまり、月へのいたずら書きから、近衛天皇と 昔を多子が思い出し、悲しみにく と う情景が描 れ ると読む（三五～三七頁） 。 　
〇後漢功臣廿八将ニ、 王常、 李通、 竇融、 卓茂ノ四将
　
〈盛〉

































































〈南・屋〉の場合、これら各人の絵が、どの障子に描かれていたのか分かりづらい。賢聖 障子に描かれていたとも取 るが、 〈南・屋〉の場合、この後に続く「李将軍ガ姿ヲサナガラ写
ウツ
セル障子モアリ」
（ 〈南〉 ）との関連も考えると、賢聖の障子以外に描かれたものとも考えられる（なお〈屋〉本文の問題については、次項参照） 。 〈覚〉の場合は、賢聖の障子に描かれていたと読んで良かろう。但し、
里先生
（漢の四皓の一人）は、諸注釈も記すように、前掲の『古今著聞集』他にも見られず、賢聖の障子に描かれていたことが確認できない。また最後の「司馬（志司馬・思摩） 」は、 従来不明の人物とされていたが、〈集成〉 （上
―
四七頁）の指摘するように、唐の将軍李思摩のことであ









リ。手長、足長、馬形ノ障子、鬼間」 （五六頁） 、 〈屋〉 「李
リ将軍ガ形チ

















子もあり」 （三二頁） 。 〈盛・南・屋・覚〉の中では、現存










間に鬼のすみけるを鎮られける故に、かゝれたる事は申つたへた ども、たしかなる説をしらず」 （旧大系三〇九頁）とあ ように、鬼の間には 白沢王が鬼を斬る絵が描かれた壁があった。また 李将軍の絵は、同じく『古今著聞集』に、 「陣
の座の上に、李将軍が虎を射たる
障子をよせかけ」 （三〇九頁）とあるように、陣の座の障子に描かれてあった。また、 「清涼殿の丑寅のすみの、北のへだてな 御障子は、荒海の絵、生きたる物どものおそろしげなる、手長足長などをぞかきたる」 （ 『枕草子』旧大系五八頁） 、 「又萩戸のまへなる布障子を、荒海の障子と名付て、手長・足長など書たり。其北う は宇治 網代をかけり」 （ 『古今著聞集』旧大系三〇九頁）からも知 れるよう 、手長





































の位置を示す説明がない。一方の〈盛・南〉では、巨勢金岡が、荒海障子を描いたとも遠山の有明の月を描いたともとれるが、 〈屋・覚〉では、遠山の有明の月を描いたとしている。いずれにせよ、金岡がこれらの障子を描いたことについては不明。 『古今著聞集』ではが馬形障子を描いたとしている。 「昔、彼馬形 障子を金岡が書たりける、夜々はなれて萩戸の萩をくひければ 勅定ありて、其馬つなぎたるていにかきなさ たりける時、はなれず成にけりと申つたへ侍るは、まことなりける事にや」 （旧大系三一〇頁） 。また『太平記』は、先に引用した賢聖の障子 賢聖 列挙 た後 、 画図ハ金岡ガ筆、賛詞ハ小野道風ガ書タリケルトゾ承ル」 （
1―
三九九頁）とし、賢聖













東西の障子を描いたことがわかる。このような事実が、清涼殿 各々の障子と金岡と 結びつけたのであろう （山下宏明一七二頁） 。ま 、美濃部重克は、了庵桂悟（一四二五～一五一四）の詩に、清涼殿の画図を詩題にした「応制題金岡遠山曙月図」があることを指摘 、ここにいう障子絵の存在が 「まったくの虚構であるとも言えない」 （三九頁）




「幼帝」 、 〈四・闘・長〉同、 〈延〉































ウ） 、 〈延〉 「先帝ノ昔ノ御面影思食出サセ給テ、御心所セキテ、カクゾ思食ツヾケサセ給ケル」 （巻一
―
四五ウ～四六オ） 、 〈長〉 「先帝のむ
かしの御面かげ思食出させおはしまして なにとなく思召つゞけたる」（
1―
四六頁） 、 〈南・屋〉 「先帝ノ昔ヲモヤ御恋敷思食ケン、御涙ヲヽ
サヘテカクゾ思食ツヾケヽル」 （ 〈南〉上
―









闘・延・長・覚〉同。第一句を〈南〉 「知ザリキ」 （五七頁） 、 〈屋〉「シ思キヤ 　
流布文安マナ

















は」 （ 『玉葉和歌集全注釈 下
―
一〇八頁） 。第一句を、 『今鏡』は〈盛〉


































































































































































































































































































1〈近〉 「付ほうぎよ」 。 「付」補入。校異
17参照。






5〈近〉 「たゆふ」 、 〈蓬〉 「太
タ
ユ
ウ輔」 、 〈静〉 「大輔」 。
6〈近〉 「おはしけるを」 、 〈蓬〉 「御
マシマシ




8〈近〉 「とうたいの」 、 〈蓬・静〉 「童
トウテイ
帝の」 。
9〈近〉 「れいを」 、 〈蓬〉 「例
タメシ
を」 、 〈静〉 「例
レイ
を」 。






11〈近〉 「うけさせ給ひしより」 。 「し」補入。
12〈近〉 「はしまり」 。




















23〈近〉 「よりもりあつそん」 、 〈蓬〉 「頼
ヨリモリノアツソン










26〈近〉 「御きたはうを」 、 〈蓬・静〉 「御方
ハウ
忌キを」 。




「くけいたり」 、 〈蓬〉 「恠


















に」 （二一右） 、 〈闘〉 「此間
ノ
御事共哀
ニ艶御有様也。繋程」 （一五ウ） 、 〈延〉 「此間ノ御ナカラヘ、
哀ニタグヒ少クゾ聞エシ。其比ハ是ノミナラズ、加様ノ思ノ外ノ事共多カリケリ。カヽル程ニ」 （巻一
―

















頁） 、 〈覚〉 「其間の御なからへ、 言ひ知らず哀にやさしかりし御事なり。さる程に」 （ 〈覚〉上
―
三三頁） 。 〈延・長〉は、今回の二代后事件を、
共に「思ノ外ノ事共」と捉える。これは、本話の冒頭「主上ハ上皇ヲモ常ニハ申返サセ給ケル、其中ニ、人耳目ヲ驚シ、世以テ傾キ申ケル御事ハ」 （ 〈延〉四二ウ）に呼応するものであろう。このように、二代后事件を、二条天皇の悪行として描くのが、本話の基本的な姿勢である。その姿勢は保ちながらも 多子の悲哀に焦点を当てて記す が、〈四・闘・盛・屋・覚〉 、一方、 『長恨歌』に依拠した表現が見られるように、多子への寵愛が一族の専横をもたらすのではないかとの声に結びつけるのが〈長・南〉である。さて 〈盛〉 「ナカラヒ」を 〈四〉「長
ラ居」 、 〈延〉 「ナカラヘ」 、 〈屋〉 「ナガラヒ」 、 〈覚〉 「なからへ」と









uru, eta. 生存する」 （ 『邦訳日葡辞書』四四〇頁） 。 「長
ラ居」も同様の






































一。 〉 」 。 『平

















オ） 、 〈延〉 「大膳大夫紀兼盛ガ娘ノ腹ニ」 （四六オ） 、 〈長〉 「大膳大夫





















能女云々。 〉妻后中宮ノ御子ノ由ニテ御受禅アリケリ。密事ニハ 蔵大輔伊岐宗遠女子云々」 （旧大系一一三頁）とある。六条天皇は、中宮育子に養われたが、このように実母の名は様々で 今鏡』 「すべらぎの下」に 、 「この帝の御母、徳大寺の左大臣の御むすめと申すめりしも、うるはしき 御などに参り給へるにはあらで、忍びてはつかに参 給へるな べ 。されば確かにもえうけたま 侍らず帝尋ね出でたてまつりて後、中宮養ひたてまつり給ひて、母后におはしますなる」 （全訳注上
―
五二一頁）とあり、六条天皇の母は、徳大
寺左大臣（藤原実能）の女と言われるが、正式に女 などとして入内したのではないとする。六条天皇の生母について、海野泰男は、諸説を比較した上で、 『兵範記』等古記録 名前の確認される大蔵大輔伊岐善盛女（ 『本朝皇胤紹運録』 『皇代記』など） 正しいとする（ 『今鏡全釈』上
―
三五五頁） 。また『愚管抄』が記す「大蔵大輔伊岐宗遠」












































先ず、立太子が計画されていたが、二条天皇の病急により 急遽譲位が行われたことが分かる。六条 実際は第二皇子だが （第一皇子は、四ヶ月ほど誕生が早い僧尊恵） 、皇位継承者として長男とされたのか（河内祥輔二一八頁） 。なおこの折に、六条の御所に剣璽が渡されてい
る。神鏡（内侍所）は、これまでの幾度かの火災により、原形を留めないほど大きく損壊し、寛弘二年（一〇〇五） 焼亡以後は 神鏡は践祚・即位の 儀に用いることはなくなったようである（ 『平安時代史事典』上
―
一二七八頁） 。その後、長久元年（一〇四〇）九月九日





給ふことは、これや始めておはしますらむ。近衛の帝は、三つにてはじめて就かせ給ふと申ししも はじめたる事とこそ承はりしか。多くは、五つなどにてぞ就かせ給ふ。唐国には一つなる例もお しましけりときこえき」 （ 『今鏡全釈』上
―
三五六頁） 。二歳での幼帝の即位は
前例のないものであり、 人々を驚かせた。中原師元 『六条院御即位記』では、 「二歳即位例 とし 後漢冲帝、晋穆帝など中国の例を引き、「本朝無例」とする（続群書一〇下
―
八〇九頁） 。 『山槐記』 「我朝二歳













前掲 『愚管抄』 にあるように、 清和天皇は、





















而治」 一日万機ノ政」は『尚書』皐陶に「兢々業々一日二日万機」とあるのによるか。周公旦を日本の摂政になぞらえる早い例に、 『和歌童蒙抄』四「日本摂政のおこり、かの天智天皇太子の時よりはじまれり。もろこしには周成王の叔父周公旦の時より始れりと云々」 （日本歌学大系別巻一
―







































































ヒ（歳〔疾し〕と云々） 」 （二二右） 、 〈長〉 「疾き事に」 （四七頁） 、 〈覚〉



















が古態だろう。その理由は不明だが あるいは、こ 後に、 条院の崩御は、 「位ヲサラセ給テ、僅ニ三十余日也」とあるが、 「位ヲサラセ給」日＝譲位（受禅）の日を、即位の儀の日と間違えたためか。 　〇同七月廿三日ニ、春寛法印御験者ニ参リ祈申ケルニ
　
「讃岐院ノ御




















によれば、崇徳院が新院と呼ばれたのは永万・仁安頃までで、六条院が新院になってからは讃岐 とする。三九六頁）については、 〈盛〉巻八「讃岐 」に 崇徳 の配流・崩御・その後の怨霊の故に崇徳院の追号がなされた経緯については、巻十二「教盛夢忠正為義」に記される。 〈盛〉 「新 讃岐国ニテ五部大乗経ヲ 書写アリテ、是ヲ都近キ所ニ納奉ラセント仰ケルヲ、是モ信西ガ計ヒトシテ入レ進セザリケレバ、新院、口惜事也、我身コソ角ウキメヲ御覧ズ モ、大乗経何ノ咎御座テカ都ノ内ニ入セ給ハザルベキ、 今生ノ怨 ミニ非ズ、後生マデ敵ニコソト 、思死ニ隠サ シカバ、旁ノ怨霊 故ニヤ、打続世ノ中静ナラズ。依之去年七月ニ讃岐院ヲ神ト奉祝、崇徳院ト御追号アリ」 （
2―
二五五～二五六頁） 。岡田三津子は、 「崇徳院の配流
地讃岐での崩御は、永万元年（一一六五）をさかのぼること約一年、長寛二年（一一六四）八月二十六日」であり ここで 「 御邪気始メテ顕レテ」 という盛衰記の叙述も、 あながち虚構とは言いき まい」とする（三六五頁） 。そして〈盛〉では 額打論 清水寺炎上以下続く世の乱れの「端緒となった二条院崩御が、最初の崇徳院御霊発動と結びつける形で記されている」 ことを指摘する しかし、 山田雄司は崇徳院の死に対して後白河院が服喪せずに無視をしていること 『玉葉』安元二年（一一六七）九月十七日条に、この態度に対 て非難する人々があったことを記していることから、 「この時点 後白河院は崇徳院の怨霊などまったく意識しておらず、罪人扱いをしていたのであった」と指摘、 〈盛〉 述は、 「後の知識を利用して、天皇が早世したのを崇徳院の怨霊のせいだと理由づけているに過ぎないと思わ













〈闘〉 「七月廿二日」 （一六オ） 、 〈延〉「同






廿八日」 （五九頁。前々々項で示したように、 新帝即位を 「七月廿七日」とすることによる） 、 〈屋・覚〉 「同七月廿七日」とし、 〈四〉は「翌
ケイ
日



























異文。修理大夫頼盛朝臣は 平頼盛。巻一に三度既出 （三一・三二・四一頁） 。応保二年（一一六二） 「七月十七日修理大夫」 （ 〈補任〉 ） 。参川守光雅は藤原光雅。生没、 仁平三年 （一一五三） ～正治二年 一二〇〇） 。顕隆流（葉室流）光頼の子。孫は歌人の葉室光俊（真観） 。長寛二年（一一六四）正月二十一日「遷三河守」 、仁安二年（一一六七）八月一
日辞任。故に永万元年当時三河守。 （ 〈補任〉 ） 。置能は不明。主典代は、院司の主典 二条院の院司の内主典代は不明だが、 『山槐記』保元四年（一一五九）二月十九日条に、後白河院院司が載る。その内、主典代として、安倍資良・同資成・同資弘・中原兼能の名を記す。名前に「置」の字を使う例は珍しく、恐らくは誤写があろう。 「兼能」もしくはその一族の「能」字を用いる者が候補の一人になろうか。陰陽師宣憲は賀茂宣憲。賀茂在宣〈図書頭陰陽頭陰陽博士陰陽権助正四位下〉の子宣憲〈陰陽頭陰陽助暦博士左京亮正四位下縫殿頭造暦〉 （ 「賀茂氏系図」続群書七上
―
一七〇～一七一頁） 。生没年不詳。 『玉葉』承安二






の後を受けて陰陽頭となった であろう。したがっ この永万元年（一一六五）時点では「陰陽師」となっている。以上のように、不明の置能を除いて、この時点において正確な官職が記されている。 　〇日時ハ母后ノ御衰日ヲ選ビ、方角ハ公家ノ御方忌ヲ用ル
　
河添房江



















に生れた人は丑と未の日が衰 なる。故に 藤原懿子 場合 生年永久四年（丙申）の衰日は「亥」 葬儀の行われた八月七日は、癸未であり該当しない。そもそも 生年衰日の例は全く見出し得 く行われていなかった される。 う一つ 「行年衰日」は、そ 人の年齢に応じ 衰日が年毎に変ってゆくもので 一歳 八歳の人は寅と申の日、二歳と七歳と九歳は卯と酉の日など ように っている（土田直鎮三三三～三三 頁） 。しかし ここで すでに亡くな た母后の衰日とあるので、行年衰日は当てはまらない。あるいは、これまでの注釈の中では、 『校註日本文学大系源平盛衰記』 よう お隠れの日」 （上
―
六六頁）とする注解もあるが、藤原懿子の没年は、康治




























































































































































































































































1〈近〉 「こせうの」 、 〈蓬〉 「扈
コ従セウ
の」 、 〈静〉 「扈
コ従ジヨウ
の」 。
2〈近〉 「たいしん」 。 「た」の右上に「う」補入。






4〈近〉 「からい」 、 〈蓬・静〉 「雅
マサヨリ
頼」 。
5〈近〉 「きぬかさのをかに」 、 〈蓬〉 「衣
キヌカサヲカ






定朝臣」 、 〈静〉 「頼定
ノ朝臣」 。
7〈近〉 「かけ奉り」 、 〈蓬〉 「かけ奉りて」 、 〈静〉 「懸
カケ
奉りて」 。





9〈近〉 「をむろく」 、 〈蓬・静〉 「恩
ヲンロク
禄」 。








あとを」 、 〈蓬〉 「御名
ナ
コ















15〈近〉 「このえの」 、 〈蓬〉 「近
コ
ン




16〈近〉 「御さいはひも」 、 〈蓬〉 「御
ミ
ユ









































レ纓〉 」 、 『古今著聞集』巻十三哀傷第
二十一・四条天皇崩御并びに御葬送の事 「かぎりのたびの御ゆきには、左大臣・右大臣・前内大臣・…以下朝臣数輩、衣冠に纓を巻て藁沓はきて供奉ありし、目もあてられざり 事也。当御時、蔵人 経たる



























































ては、ここでは関心を示すこともない。さて、この葬儀に参列したとされる公卿達について、 具体的に検証してみよう。①右大臣藤原経宗。妹懿子が二条天皇の生母であったため、天皇親政を図って後白河院の命により阿波国に流されたことが、すで 語られていた（ 「二代后付則天武后」の注解「永暦元年二月廿一日ニ、上皇内裏ニ臨幸有テ…」項参照） 。そ 後、 前年長寛二年（一 六四）に右大臣に任じられる。左大臣従一位 至る。この後にも〈盛〉に頻出 る。②中宮大夫藤原実長。公季流三条、公行の男。生没、大治三年（一一三〇）～寿永元年 （一一八二） 。この時権大納言で中宮大夫。藤原家成の女を室とする。権大納言正二位に至る ③別当藤原公保。公季流徳大寺、実能 男。徳大寺家は、二条
―
六条体制を支える中枢にあった。生没、長承元年
（一一三二）～安元二年（一一七六） 。この時権中納言で大宮権大夫兼右衛門督。四月に検非違使別当に任じられている。なお二条院崩御後、八月十五日に別当を辞している。権大納言正二位に至る ④新中納言藤原実国。公季流滋野井、公教の男 公教は先 実長の父 行の兄に当たり、 長と実国は従兄弟になる 生没、保延六年（一一四〇）～寿永二年（一一八三） 。この年の正月 十三日 中納言に任ぜられたため新中納言と称されている 実長と同様、 藤原家成の女を室とす 。権大納言正二位に至る。二条天皇の近臣であり 院司にも加わったらしい（石川泰水四四頁） 。⑤大宮宰相藤原隆季。家成（本全釈三
―
五
頁、 「中御門中納言家成卿」項参照 の男。弟 成親 家成の養子となった師光（西光）がいる。生没、大治二年（一一二七）～元暦二年











ケリ。御歳二十二、 位ヲサラセ給テ、 僅ニ三十余日也」項で引いた『顕広王記』七月二十九日に記されるように 二条天皇は押小路東洞院亭で亡くなった。二条天皇は応保二年（一一六二） り、こ を里内裏としていた。 『百練抄』応保二年三月二十八日「遷
二幸新造里内
一〈押
































にあったとされる真言宗 寺。 『今昔物語集』巻十三第三十七「仁和寺ノ東ニ香隆寺ト云フ寺有リ」 （新大系
3―
二六二頁） 。また『拾介


































































あるのが、 先に二 院の葬送に参列していた二条院の伯父藤原経宗） 。おそらく、香隆寺の北東 当たる船岡山から衣笠山にかけての蓮台野付近で荼毘に付した後、遺骨を香隆寺 納めておき 五年後に三昧堂に改めて納骨したのであろう。 がって、 〈延・長〉は、一度香隆寺に安置した後、蓮台野で荼毘に付すまでを記述し、一方〈盛〉は衣笠岡で荼毘に付した後、香隆寺に納骨する ていることなる。これに対し 〈四・闘・南・屋・覚〉の記述では、香隆寺は蓮台野の位置を示すた だけの不自然な役割であり、葬送において香隆寺の果たした役割が分からなくなってしまっている。なお、蓮台野の位置・範囲については不明確であり 院政期には船岡山を囲んで野という墓地が形成されていた可能性も指摘される（勝田至一九五～二〇〇頁） 。次に「左中将頼定朝臣」について。藤原頼定は師実流経定の男。生没、大治二年（一一二七）～治承五年（一一八一） 応保三年（一一六三）に左中将に任じられる。嘉応二年（一一七〇）参議、正三位に至った。 〈盛〉では巻十「中宮御産」で 皇子誕生の祝言に参列した人々に「堀川宰相頼定」 、巻十五「南都騒動始」で、




































一」 （新大系八七頁） 、 『高倉院升遐












の独自異文。公卿・女房たちの悲しみを、雲井の月、尾上の風、荻の上風、萩の下露、虫 音といった、特に秋の歌に頻出する歌語を並べて表現する。 特に近似する関連する歌を示せば 「尾上ニカヨフ ノ音」については、例えば、 『新古今和歌集』秋歌上・二 〇 最勝四天王院の障子に、高砂かきたるところ 　
藤原秀能 　
ふく風の色こそ見えね
高砂のおのへの松に秋は にけり」 （新大系九八頁） などが該当しよう。「荻ノ上風身ニシミ」については、 『千載和歌集』秋歌上・三三三「郁芳門院前栽合に、荻をよめる 　
大蔵卿行宗 　
ものごとに秋のけしきは









にも、 「荻ノ上風モ漸ク冷ク、萩ノ下露モ滋シ。稲葉打戦キ、木葉且散リ、物思ハザルダニ 、秋ニ成行旅 空ハ物憂ニ」 （巻一〇
―
六一
オ）などと見られる。 「山分衣シホレツヽ」は秋に限るわけではないが、羇旅歌とし 山分衣が露に濡れる歌が多く詠まれる。 『玉葉和歌集』旅歌・一一六〇「旅歌の中に 　
入道前太政大臣 　
あさあけの山わ




諸本共に出家したことは記すが、出家後北山の麓に籠もったとするのは〈盛〉のみ。 〈延〉 「近衛院大宮ハ二代ノ后ニ立給ヒタリシカドモ、又此君ニモ後レマイラセサセ給シカバ ヤガテ御グシオロサセ給ケルトゾ聞エシ。高モ賤キモ定ナキ世ノタメシ 今更哀也」 （
1―
四七オ



















十二月二十七日条「太皇太后宮御出家〈年廿六〉 」 。 「サマデ御幸モ御坐サズ」の「御幸」は、 〈近・静〉により「さいはひ と読むと「それほどの幸福もなく」の意となり、 〈蓬〉により「みゆき」と読むと「それほどお出ましになることもなく」の意となる。
